
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ 8

定期考査
○ ○ ○ ○ ○ 1

1

単元２「言葉へのまなざし」
教材『言葉は世界を切り分ける』
【知識及び技能】
言葉には、認識や思考を支える働きがあ
ることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
言語の違いが世界の認識にどのような影
響を与えるかを理解し説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の主張を踏まえ、言葉の働きについ
て他者と意見交換ができる。

・指導事項　学習方法の理解、確
立
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末で色の切り分け方を他者と
共有し本文の深い理解に繋げる。
・自習ノートに『時間と自由の関
係』の要旨、学習の手引きなどを
まとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○ ○ ○ 9

〇 8

教材『水の東西』
【知識及び技能】
本文が二項対立の形で書かれていること
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「水」を基に、東西の文化の違いを比較
し、本文から読み取れる日本文化の特質
について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
東西の文化の違いについて興味・関心を
もち、身の回りから探そうとしている。

・指導事項　学習方法の理解、確
立
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末で「鹿おどし」についてイ
ンターネットで調べ、動きや音を
確認する。
・自習ノートに『身銭を切るコ
ミュニケーション』の要旨、学習
の手引きなどをまとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○ ○ ○ 8

前
期

単元１「視点を変える」
教材『技術が道徳を代行するとき』
【知識及び技能】
評論文の構成を考えながら読み、本文中
での言葉の意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
技術の発達と道徳的な判断力の関係につ
いて理解して、自分の経験をふまえて説
明する。
【学びに向かう力、人間性等】
社会問題から「木を見る」視点と「森を
見る」視点について調べる。

・指導事項　学習方法の理解、確
立
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・「視点を変える」方法について
理解し、「自在に視点を変えられ
る目」とは何か、まとめる。
・自習ノートに『木を見る、森を
見る』の要旨、学習の手引きなど
をまとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。 ○ ○

定期考査
○ ○ 〇 ○ ○

教材『解釈』
【知識及び技能】　　　　　　　　　本
文中のキーワードである解釈の意味を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
表現と解釈の関係における読者の創造性
についての筆者の主張を的確に読みと
る。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の主張を踏まえ、解釈について他者
と意見交換ができる。

・指導事項　評論文を読むために
着目する点を学ぶ。
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、関連資料を探し
てみる。
・自習ノートに付録『少女たちの
「ひろしま」』の要旨などをまと
める。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○

漢字、豊富な語彙、語の使い方などの基礎的な
国語の知識や技能を持ち、実社会で生かすこと
ができる応用力を身に着け、使いこなすことが
できる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを深めた
りすることができるようにする。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 これまでで身に着けた言語能力の基礎の定着と、応用力を身に着け、使いこなすこと。

言語によって自身の考えを発信し、相手の考えを聞く力の育成。

言語によるコミュニケーションを図り、他の人との関係を構築すること。

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の国語　(東京書籍)

国語

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2



話・
聞 書 読

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

〇 〇 〇 〇 〇

1
合計

78

○ ○ ○ 7

1

単元「近代の先へ」
『暇と退屈の倫理学』
【知識及び技能】
文の種類を意識して読み、筆者自身の主
張なのか、そうでないのか読み分けるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文と図や写真を関連付け、筆者の主張
を理解し、説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近に考えやすいテーマであることか
ら、筆者の考えを踏まえ自身の考えを持
ち、他人と共有することができる。

・指導事項　評論文を読解するた
めに着目する点を学ぶ
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、他者と情報共有
をする
・自習ノートに『島の眼と虫の
眼』の要旨、学習の手引きなどを
まとめる。付録『多層性と多様
性』の要旨などをまとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○ ○ ○ 8

定期考査
〇 〇 〇 〇 〇

○ 8

教材『学ぶことと人間の知恵』
【知識及び技能】
専門用語に着目し、どのように使われて
いるか理解して読むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会において作者が何を問題視して
いるか読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
難解な文章に粘り強く取り組み、「生物
多様性」について自身の意見を述べるこ
とができる。

・指導事項　評論文を読解するた
めに着目する点を学ぶ
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、他者と情報を共
有する
・自習ノートに付録『少女たちの
「ひろしま」』の要旨などをまと
める。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

単元「科学から見た人間」
教材『生物の多様性とは何か』
【知識及び技能】
専門用語に着目し、どのように使われて
いるか理解して読むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会において作者が何を問題視して
いるか読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
難解な文章に粘り強く取り組み、「生物
多様性」について自身の意見を述べるこ
とができる。

・指導事項　評論文を読解するた
めに着目する点を学ぶ
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、関連資料を探し
てみる。
・自習ノートに『人工知能はなぜ
椅子に座れないのか』の要旨、学
習の手引きなどをまとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○ 8

定期考査
1

○ ○ ○ 9

単元『真の自立とは』
【知識及び技能】
本文の構造を的確に理解し、内容整理に
繋げることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
必要に応じて、本文以外の情報から書き
手の意図を解釈したり、自身の考えと比
較できる。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を受け、「自立」について積
極的に他者と意見交換ができる。

・指導事項　評論文を読むために
着目する点を学ぶ
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、関連資料を探し
てみる。
・自習ノートに『自立と市場』
『共鳴し引き出される力』の要
旨、学習の手引きなどをまとめ
る。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

後
期

単元「メディアを考える」
教材『広告の形而上学』
【知識及び技能】
「形而」の意味を理解し、本文の内容を
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
商品と広告の関係について、身近な例を
用いて説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
資本主義における広告のあり方について
関心を持つことができる。

・指導事項　評論文を読むために
着目する点を学ぶ
・教材　「現代の国語」教科書、
辞書
・端末を使用し、同業種の広告を
見比べて、理解を深める。
・自習ノートに『映像文化の変
貌』の要旨、学習の手引きなどを
まとめる。

〇 〇 〇

【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体
的に学習に取り組む態度】を各観点に基づい
た学習のまとまりごとにA，B，Cで評価し、学
年末に５段階評価の評定にまとめる。
学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配
分し、評価する。

○ ○

○ ○

定期考査

〇 〇 〇 〇 〇


